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日
本
共
産
党
江
東
区
議
団
は
、
皆
さ
ん
と
ご
一
緒
に
、
都
有

地
を
活
用
し
た
認
可
保
育
所
の
増
設
、
就
学
援
助
の
充
実
、
特

養
ホ
ー
ム
の
新
設
計
画
や
介
護
士
確
保
策
の
拡
充
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
増
設
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
増
員
な
ど
実
現

さ
せ
て
き
ま
し
た
。

今
年
も
医
療
や
介
護
、子
育
て
な
ど
社
会
保
障
を
充
実
さ
せ
、

江
東
区
政
が
命
と
く
ら
し
を
守
る
防
波
堤
と
な
る
よ
う
力
を
尽

く
し
ま
す
。

ま
た
平
和
都
市
宣
言
の
ま
ち
江
東
区
と
し
て
、
核
兵
器
廃
絶

を
は
じ
め
、
平
和
憲
法
を
活
か
し
た
取
り
組
み
を
前
に
進
め
ま

す
。

二
〇
一
八
年
一
月

日
本
共
産
党
江
東
区
議
団

2
0
1
7

年
の
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞

は
、
核
廃
絶

国
際
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｎ
が
受
賞

し
た
。広
島
・
長
崎
の
被
爆

者
の
想
い
が
、
世
界
の
人

々
を
励
ま
し
、
動
か
し
、

核
兵
器
廃
絶
へ
と
進
め
て

い
る
▼
一
方
で
北
朝
鮮
に

よ
る
核
実
験
が
繰
り
返
さ

れ
、
核
戦
争
の
危
険
が
高

ま
っ
て
い
る
。
核
廃
絶
の

た
め
に
も
、
唯
一
の
戦
争

被
爆
国
で
あ
る
日
本
が
核

兵
器
禁
止
条
約
に
賛
成

し
、
北
朝
鮮
に
も
核
廃
絶

を
迫
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
し
か
し
、
日
本
政
府

は
核
の
傘
に
し
が
み
つ

き
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に

は
反
対
し
て
い
る
▼
ま

た
、
北
朝
鮮
問
題
に
乗
じ

て
憲
法
九
条
を
改
憲
し
、

自
衛
隊
を
海
外
に
派
兵
し

て
「
戦
争
す
る
国
」
に
と

変
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
武
力
で
争
い
は

決
し
て
解
決
し
な
い
。
九

条
を
活
か
し
た
対
話
の
外

交
努
力
が
不
可
欠
で
あ
る

▼
全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン

は
改
憲
を
止
め
る
た
め
の

「
安
倍
9
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！

憲
法
を
生
か
す
全
国
統
一

署
名
」
を
提
起
し
、
今
年

の
6
月
ま
で
に
3
0
0
0

万
を
目
標
に
集
め
て
い

る
。
平
和
を
求
め
る
大
き

な
流
れ
を
広
げ
る
た
め
、

頑
張
る
決
意
で
あ
る
。

謹
賀
新
年

宣伝する区議団（左から、赤羽目たみお、正保みきお、そえや良夫、きくち幸江、大つきかおり、
山本真、すがや俊一の各区議 西友東陽町店前12月14日）

真の恒久平和は、人類共通の願いである。
しかるに、現実を見ると、世界の核軍拡競

争は激化の一途をたどり、世界の平和と人類
の生存は、深刻な脅威にさらされている。
われわれは、世界で唯一の核被爆国の国民

として、核兵器をなくし世界平和実現のため
への努力を続けなければならない。
加えて、江東区は、昭和２０年３月９日夜半

から１０日にかけて町全域が焼失し、多くの尊
い人命と財産を失った戦争体験をもってお
り、平和を希求する江東区民の願いには一段
と強いものがある。
よって、われわれは、我が国が日本国憲法

に掲げられた恒久平和の理念と、「非核三原
則」を堅持していくことを強く求めるもので
ある。
江東区は、平和を愛する区民の願いにこた

え、再び戦争の惨禍を繰り返してはならない
ことを強く世界の人々に訴えるとともに、「平
和都市」であることを宣言する。
昭和６１年１２月１３日 江東区
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い人命と財産を失った戦争体験をもってお
り、平和を希求する江東区民の願いには一段
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に掲げられた恒久平和の理念と、「非核三原
則」を堅持していくことを強く求めるもので
ある。
江東区は、平和を愛する区民の願いにこた

え、再び戦争の惨禍を繰り返してはならない
ことを強く世界の人々に訴えるとともに、「平
和都市」であることを宣言する。
昭和６１年１２月１３日 江東区

江東区平和都市宣言

平和の母子像（江東区役所前）
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す
が
や
議
員
は
、
消
費
税

8
％
で
家
計
消
費
や
実
質
賃

金
が
低
下
し
、
安
倍
政
権
の

社
会
保
障
削
減
で
区
民
生
活

が
一
層
厳
し
く
な
っ
て
い
る

と
指
摘
。

区
長
は
政
府
に
消
費
税
10

％
増
税
の
中
止
、
来
年
度
予

算
で
の
医
療
・
介
護
な
ど
社

会
保
障
改
悪
の
中
止
を
求
め

よ
と
迫
り
ま
し
た
。

区
民
の
暮
ら
し
が
大
変
な

時
に
こ
そ
身
近
な
区
が
力
を

発
揮
す
る
べ
き
だ
と
主
張
。

重
度
介
護
手
当
や
学
校
給
食

費
負
担
な
ど
の
軽
減
、
地
域

経
済
活
性
に
効
果
大
の
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
実
施
、

認
可
保
育
園
増
設
、
塩
浜
福

祉
園
の
民
間
委
託
中
止
な
ど

を
要
求
し
ま
し
た
。

国
保
な
ど
の
保
険
料

値
上
げ
中
止
を

来
年
度
か
ら
運
営
主
体
が

東
京
都
に
な
る
国
民
健
康
保

険
料
に
つ
い
て
質
問
。
試
算

で
は
、
加
入
者
1
人
平
均
3

万
5
千
円
以
上
の
大
幅
値
上

げ
で
負
担
は
限
界
だ
と
述

べ
、
区
の
一
般
財
源
投
入
で

値
上
げ
中
止
を
要
求
。

ま
た
、
来
年
度
の
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
も
1
人
平

均
1
万
3
千
円
以
上
値
上
が

る
と
し
て
、
国
や
都
の
財
政

支
出
で
値
上
げ
中
止
を
求
め

ま
し
た
。

介
護
保
険
制
度
の

改
善
を

来
年
度
の
介
護
保
険
料
に

つ
い
て
、
保
険
料
引
き
下
げ

を
求
め
る
高
齢
者
の
願
い
は

切
実
だ
と
し
て
、
値
上
げ
中

止
と
と
も
に
保
険
料
減
額
制

度
の
対
象
拡
大
を
要
求
。

深
刻
な
介
護
職
員
不
足
で

は
、
人
材
確
保
へ
区
の
補
助

制
度
の
拡
充
を
提
案
。
さ
ら

に
、
要
介
護
1
・
2
の
保
険

外
し
を
や
め
る
よ
う
国
に
求

め
よ
と
迫
り
ま
し
た
。

要
支
援
1
・
2
の
総
合
事

業
で
は
、
現
行
相
当
サ
ー
ビ

ス
の
継
続
と
基
準
緩
和
型
サ

ー
ビ
ス
Ａ
の
報
酬
単
価
引
き

上
げ
を
求
め
ま
し
た
。

憲
法
9
条
の
改
憲

発
議
は
許
さ
れ
な
い

安
倍
首
相
は
、
来
年
の
通

常
国
会
で
の
憲
法
改
憲
発
議

を
目
指
し
、
憲
法
9
条
に
つ

い
て
は
、
「
新
た
に
自
衛
隊

を
明
記
す
る
」
と
述
べ
て
い

る
こ
と
を
指
摘
。

自
衛
隊
が
明
記
さ
れ
れ

ば
、
新
し
い
法
律
を
優
先
す

る
法
律
原
則
に
よ
っ
て
、
海

外
で
の
武
力
行
使
の
歯
止
め

だ
っ
た
9
条
2
項
が
空
文
化

し
、
海
外
で
の
武
力
行
使
が

可
能
に
な
る
と
主
張
。
平
和

都
市
宣
言
の
区
長
と
し
て
、

憲
法
9
条
の
遵
守
を
政
府
に

求
め
よ
と
質
し
ま
し
た
。

北
朝
鮮
問
題
で
は
、
区
長

に
対
し
、
米
朝
間
の
話
し
合

い
に
よ
る
平
和
的
解
決
を
求

め
て
政
府
に
要
請
す
る
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。

今
、
子
ど
も
の
貧
困
が
深

刻
化
す
る
な
か
で
、
悲
惨
な

児
童
虐
待
が
後
を
絶
た
ち
ま

せ
ん
。

江
東
区
内
で
も
、
虐
待
相

談
件
数
は
9
2
7
件
に
の
ぼ

り
、
4
年
前
の
約
3
倍
に
増

え
続
け
て
い
ま
す
。

赤
羽
目
議
員
は
、
職
員
を

増
配
置
す
る
等
、
虐
待
に
き

め
細
か
く
迅
速
に
対
応
で
き

る
体
制
の
整
備
を
求
め
ま
し

た
。さ

ら
に
、
子
ど
も
の
貧
困

の
実
態
調
査
の
実
施
や
就
学

援
助
の
拡
充
等
、
子
育
て
世

帯
へ
の
経
済
的
支
援
策
を
充

実
す
べ
き
と
迫
る
と
と
も

に
、
改
築
が
計
画
さ
れ
て
い

る
児
童
会
館
は
、
総
合
的
な

子
育
て
支
援
施
設
に
す
べ
き

と
求
め
ま
し
た
。

区
長
は
、
実
態
調
査
を
検

討
す
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

人
口
急
増
で
公
共

施
設
不
足
は
深
刻

こ
の
間
の
、
マ
ン
シ
ョ
ン

建
設
に
伴
う
人
口
の
激
増

で
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
ま
ち

づ
く
り
が
阻
害
さ
れ
、
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
小
学
校
な
ど
、
公
共
施

設
の
不
足
は
深
刻
で
す
。
扇

橋
小
は
、
3
年
前
に
大
規
模

改
修
を
行
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
、隣
接
す
る
公
園
を
削
り
、

教
室
を
増
築
す
る
事
態
と
な

っ
て
い
ま
す
。

赤
羽
目
議
員
は
、
区
民
の

大
事
な
公
園
ま
で
も
削
ら
ざ

る
を
得
な
い
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
区
長
の
認
識
を
質
す

と
と
も
に
、
扇
橋
小
の
増
築

に
よ
っ
て
削
ら
れ
る
公
園
の

代
替
と
し
て
、
土
地
を
確
保

し
公
園
整
備
を
行
う
よ
う
求

め
ま
し
た
。

区
長
は
、
ま
ち
づ
く
り
は

適
切
、
公
園
整
備
は
考
え
て

い
な
い
と
答
弁
し
ま
し
た
。

生
活
保
護
基
準
の

引
下
げ
検
討
中
止
を

現
在
政
府
は
、
生
活
扶
助

の
さ
ら
な
る
削
減
や
母
子
加

算
の
縮
小
を
検
討
し
て
い
ま

す
。

赤
羽
目
議
員
は
、
保
護
基

準
の
引
下
げ
は
、
受
給
者
の

く
ら
し
を
窮
地
に
追
い
や
る

と
と
も
に
、
医
療
や
介
護
の

負
担
減
免
な
ど
、
く
ら
し
を

支
え
る
制
度
の
全
面
的
な
縮

小
に
直
結
す
る
こ
と
か
ら
、

「
保
護
基
準
の
引
下
げ
検
討

を
中
止
す
る
よ
う
政
府
に
求

め
る
べ
き
」
と
迫
り
ま
し

た
。

議
会
日
程

2
／
13

請
願
陳
情
締
切
日

21

本
会
議

22

本
会
議

26

平
成
29
年
度
予
算

審
査

28

平
成
30
年
度
予
算

審
査

3
／
1

〜

6

平
成
30
年
度
予
算

審
査

7

企
画
総
務
委
員
会

8

建
設
委
員
会

厚
生
委
員
会

9

区
民
環
境
委
員
会

文
教
委
員
会

13

議
会
運
営
委
員
会

14

本
会
議

15

清
掃
港
湾
・
臨
海

部
特
別
委

19

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
特

別
委

20

防
災
・
ま
ち
づ
く

り
特
別
委

26

医
療
・
介
護
保
険

特
別
委

29

本
会
議

区
民
の
暮
ら
し
守
る
予
算
編
成
を
要
求

くらしと福祉、平和を守る区政に全力くらしと福祉、平和を守る区政に全力

＝
＝
高
齢
者
・
子
育
て
・
区
内
業
者
支
援
の
拡
充
を
＝
＝

すがや俊一議員

第４回定例区議会本会議質問第４回定例区議会本会議質問

児
童
虐
待
対
策
や
子
ど
も
の
貧
困
対
策
な
ど

子
育
て
支
援
策
の
拡
充
を

赤羽目たみお議員
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国
は
、
2
0
2
0
年
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
境
に
羽
田
空

港
の
国
際
便
を
大
幅
に
増
や

す
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
計
画
で
は
、
都
心
上
空

が
離
着
陸
時
の
飛
行
経
路
と

さ
れ
、
落
下
物
に
よ
る
事
故

や
低
空
飛
行
に
よ
る
騒
音
な

ど
環
境
悪
化
が
心
配
さ
れ
ま

す
。
江
東
区
は
北
風
運
用
時

の
出
発
便
の
経
路
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

落
下
物
の
危
険
性
は
大
阪

で
旅
客
機
の
部
品
が
地
上
の

軽
乗
用
車
を
直
撃
し
た
こ
と

で
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な
り

ま
し
た
。

事
態
を
重
視
し
た
「
都
心

低
空
飛
行
計
画
に
反
対
す
る

東
京
連
絡
会
」
は
国
交
省
に

説
明
を
求
め
ま
し
た
。
12
月

7
日
の
説
明
会
で
国
交
省

は
、
「
部
品
脱
落
は
日
本
の

航
空
会
社
だ
け
で
も
年
間
数

十
件
に
上
る
」
と
報
告
。
さ

ら
に
「
落
下
物
防
止
に
係
る

総
合
対
策
推
進
会
議
を
設
置

し
た
」
「
ゼ
ロ
を
目
指
す
」

と
答
え
ま
し
た
が
、
「
ゼ
ロ

に
す
る
」
と
は
答
え
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

ま
た
江
東
区
は
、
落
下
物

に
つ
い
て
「
国
に
万
全
の
整

備
体
制
を
求
め
る
」
と
す
る

一
方
、
「
羽
田
空
港
の
国
際

便
増
便
は
必
要
」
と
の
姿
勢

を
取
り
続
け
て
い
ま
す
。
こ

れ
で
は
区
民
の
安
全
は
守
れ

ま
せ
ん
。

飛
行
ル
ー
ト
は
、
周
辺
住

民
や
自
治
体
と
の
長
年
の
交

渉
で
確
立
さ
れ
た
、
「
海
上

ル
ー
ト
の
原
則
」
を
守
っ
て

運
用
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

日
本
共
産
党
江
東
区
議
団

は
12
月
1
日
、
山
﨑
江
東
区

長
に
対
し
「
来
年
度
の
国
民

健
康
保
険
料
値
上
げ
に
反
対

し
、
値
下
げ
を
求
め
る
」
申

し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

来
年
四
月
か
ら
国
保
制
度

が
変
わ
り
、
こ
れ
ま
で
江
東

区
で
あ
っ
た
運
営
の
主
体
が

東
京
都
に
な
り
ま
す
。
こ
の

新
制
度
で
の
保
険
料
試
算
で

は
加
入
者
の
大
幅
な
負
担
増

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

申
し
入
れ
は
、
「
国
保
加

入
者
の
8
割
が
非
正
規
労
働

者
や
年
金
生
活
者
で
あ
る
の

に
他
の
保
険
よ
り
保
険
料
が

高
い
」
「
毎
年
の
値
上
げ
で

現
行
で
も
負
担
能
力
を
超
え

て
お
り
、
さ
ら
な
る
値
上
げ

で
は
制
度
を
根
底
か
ら
崩
し

か
ね
な
い
」
と
指
摘
し
、
①

値
上
げ
を
抑
え
る
た
め
東
京

都
の
財
政
支
出
を
求
め
る
こ

と
②
国
の
抜
本
的
負
担
増
を

求
め
る
こ
と
③
「
差
し
押
さ

え
」
な
ど
強
制
的
な
取
り
立

て
を
や
め
る
こ
と
を
求
め
ま

し
た
。

国
保
料
は
、
今
で
も
常
時

3
割
の
世
帯
が
滞
納
状
況
で

す
。
誰
も
が
安
心
し
て
医
療

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

に
は
公
的
負
担
の
引
き
上
げ

が
必
要
で
す
。

※説明会はパネル展示式で、どなたでも参加できま
す。係員に質問や意見は自由にできます

区
は
、
重
度
の
障
害
者
が

通
所
す
る
塩
浜
福
祉
園
の
管

理
・
運
営
を
、
現
在
の
直
営

か
ら
民
間
に
委
託
す
る
計
画

（
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
）

を
す
す
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
利
用
者
の
家
族

会
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
委
託
に
賛
成
す
る
人

は
一
人
も
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
保
護
者
の
方
々
は
、「
区

は
『
指
定
管
理
は
優
れ
て
い

る
』
と
の
偏
っ
た
情
報
だ
け

の
説
明
や
憶
測
で
『
理
解
が

得
ら
れ
た
』
と
す
る
強
引
な

や
り
方
は
や
め
て
ほ
し
い
」

と
不
信
感
を
募
ら
せ
て
い
ま

す
。指

定
管
理
者
制
度
は
、
こ

れ
ま
で
区
が
「
行
革
」
の
手

段
と
し
て
、
人
件
費
の
削
減

の
た
め
に
導
入
し
て
き
た
も

の
で
す
。
委
託
先
の
職
場
で

は
低
賃
金
や
過
密
労
働
な
ど

で
人
の
入
れ
替
わ
り
・
離
職

者
が
多
く
、
深
刻
な
人
材
不

足
に
拍
車
を
か
け
、
福
祉
の

質
の
低
下
を
招
い
て
き
ま
し

た
。塩

浜
福
祉
園
は
福
祉
の
担

い
手
の
質
が
特
別
に
重
視
さ

れ
、
安
定
的
、
継
続
的
な
運

営
が
最
も
必
要
な
施
設
で

す
。
民
間
委
託
で
は
な
く
、

区
直
営
の
も
と
で
専
門
職
の

確
保
や
医
療
的
ケ
ア
な
ど
重

度
化
へ
の
対
応
、
施
設
ニ
ー

ズ
な
ど
利
用
者
の
要
望
を
踏

ま
え
、
福
祉
の
向
上
を
図
っ

て
い
く
べ
き
で
す
。

モデルケースによる年額保険料

値上げ額

１０６，８８２円

７４，５５５円

１９，６５６円

３，７０６円

＊年収は概ね一人だけの給与収入・年金収入で試算

来年度保険料試算

６１０，３３２円

４２２，４６５円

１１６，３０６円

１８，５５６円

２９年度現行保険料

５０３，４５０円

３４７，９１０円

９６，６５０円

１４，８５０円

年額保険料

夫婦２人（４０代）
子２人
年収４２２万円

夫婦２人（４０代）
子２人
年収２８８万円

夫婦２人（７０代）
年収２０３万円

夫婦２人（７０歳）
年収１５０万円

国 民
健康保険
国 民
健康保険

進めていいのか！

保
険
料
値
上
げ
中
止
を

保
険
料
値
上
げ
中
止
を

利用者家族の同意もないまま
塩浜福祉園の民間委託塩浜福祉園の民間委託

―
区
民
の
負
担
は
既
に
限
界
―

山﨑区長に申し入れる区議団

アリオ北砂１階
アクアコート

羽田空港増便についての
国土交通省の説明会
羽田空港増便についての
国土交通省の説明会

江東上空の江東上空の
飛行は撤回を飛行は撤回を

羽田空港出発便

午後２時～７時
１月24日（水）

塩浜福祉園

落
下
物

の
危
険

落
下
物

の
危
険

［日時］

［会場］
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生
活
・
法
律
相
談
案
内

区
議
会
議
員

き
く
ち
幸
江

江
東
区
大
島
二
―
三
七
―
一
六

☎
三
六
八
五
―
七
八
八
四

第
３
木
曜
・
午
後
６
時
半

区
議
会
議
員

大
つ
き
か
お
り

江
東
区
枝
川
一
―
六
―
一
三

☎
三
六
四
五
―
二
七
六
四

第
４
木
曜
・
午
後
６
時
半

区
議
会
議
員

赤
羽
目
た
み
お

江

東

区

石

島

九

―

五

☎
五
六
六
五
―
一
一
五
六

第
２
水
曜
・
午
後
６
時
半

どんなことでもお気軽にご相談ください

区
議
会
議
員

山

本

真

江
東
区
東
陽
一
―
一
六
―
九

☎
三
六
四
四
―
七
二
九
〇

第
２
木
曜
・
午
後
６
時
半

区
議
会
議
員

そ
え
や
良
夫

江
東
区
東
砂
七
―
一
〇
―
二
四

☎
五
六
八
三
―
八
一
八
五

第
３
金
曜
・
午
後
７
時

区
議
会
議
員

す
が
や
俊
一

江
東
区
大
島
五
―
四
八
―
一
〇

☎
三
六
八
三
―
〇
七
四
五

第
４
木
曜
・
午
後
６
時

区
議
会
議
員

正
保
み
き
お

江
東
区
北
砂
四
―
二
四
―
一

☎
三
六
四
〇
―
四
三
七
六

第
３
木
曜
・
午
後
６
時

あ
い
う
え
お
順


